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「
例
外
な
き
関
税
撤
廃
」が
な
さ
れ
た
場
合
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し
て
い
る
九
カ
国
の

う
ち
、
日
本
の
最
大
の
貿
易
相
手
国
は

ア
メ
リ
カ
だ
。「
環
太
平
洋
連
携
協
定
」と

い
っ
て
も
、
実
質
的
に
は
同
国
と
の
貿
易

問
題
が
焦
点
に
な
る
。

　

し
か
し
、
三
月
下
旬
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
拡
大
交

渉
で
ア
メ
リ
カ
は
、「
砂
糖
や
乳
製
品
を
関

税
撤
廃
の
例
外
品
目
に
せ
よ
」と
要
求
し

始
め
た
。
国
産
品
の
保
護
が
目
的
ら
し
く
、

業
界
団
体
の
意
向
も
見
え
隠
れ
す
る
。「
例

外
な
き
関
税
撤
廃
」の
基
本
原
則
を
踏
み

外
す
動
き
で
あ
り
、
語
る
に
落
ち
る
と
は

こ
の
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
、
交
渉
が

ま
と
ま
る
か
ど
う
か
、
不
透
明
に
な
っ
て

き
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
枠
組
み
自
体
も
空
中
分

解
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

日
本
で
は
、
被
災
地
の
復
興
は
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
、
原
発
事
故
は
収
束
の
メ
ド

す
ら
立
た
な
い
。
危
機
的
な
状
況
が
続
き
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
じ
っ
く
り
議
論
で
き
る
環
境
に

な
い
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
。

　

も
う「
交
渉
参
加
」を
ご
り
押
し
で
き
る

状
況
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
事
実
上
、

収
束
に
向
か
う
。
結
局
、
二
国
間
の
Ｆ
Ｔ

Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）や
Ｅ
Ｐ
Ａ（
包
括
的

経
済
連
携
協
定
）の
ほ
う
に
軸
足
を
移
す

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
来
、
わ
た
し

は
福
島
原
発
事
故
を
め
ぐ
る
マ
ス
コ
ミ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事
に
釘
付
け
に
な

る
日
々
が
続
い
て
い
る
。

　

神
奈
川
県
内
に
住
ん
で
い
た
七
〇
年
代

後
半
、
バ
イ
ト
先
で
出
張
を
頼
ま
れ
福
島

第
一
原
発
に
バ
ル
ブ
を
納
品
し
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
配
管
に
ま
つ
わ
る

小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
は
起
き
て
い
た
。

「
原
子
力
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
」と
感
じ
て
い
た
が
、
の
ち
に

幌
延
町
で
の
放
射
性
廃
棄
物
施
設
問
題
を

追
う
な
か
で
、
そ
の
思
い
が
強
く
な
っ
た

（
詳
細
は
拙
著『
核
に
揺
れ
る
北
の
大
地
』

を
参
照
）。
だ
か
ら〝
原
発
震
災
〟の
動
き

か
ら
目
が
離
せ
な
い
。
国
民
に
対
し
て
安

全
神
話
を
振
り
ま
い
て
き
た〝
原
子
力
村
〟

の
住
人
た
ち
の
動
向
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

き
た
い
、
と
思
う
。

　

巨
大
地
震
や
津
波
に
よ
る
被
害
は
天
災

だ
が
、
原
発
事
故
は
違
う
。
電
力
会
社
や

経
済
産
業
省
な
ど
が
つ
く
っ
た
人
災
で
あ

る
。
三
つ
の
原
子
炉
と
四
つ
の
使
用
済
み

核
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
の
遮
蔽
や
冷
却
に
失

敗
─
─
人
類
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
危

機
的
な
事
故
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　

原
子
炉
の
核
燃
料
は
い
ず
れ
も
溶
融
し
、

圧
力
容
器
に
は
穴
が
開
い
た
状
態
。
冷
却

の
た
め
に
外
部
か
ら
水
を
送
れ
ば
、
格
納

容
器
の
破
損
箇
所
か
ら
猛
毒
の
放
射
能
を

含
ん
だ
水
が
放
出
さ
れ
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋

や
構
外
の
ト
ン
ネ
ル
な
ど
を
経
由
し
て
海

に
漏
れ
だ
す
…
。
政
府
関
係
者
は「
落
ち

つ
く
ま
で
数
カ
月
」と
言
う
が
、
そ
う
簡

単
に
は
放
射
能
ま
み
れ
の
原
子
炉
建
屋
に

入
れ
な
い
。
機
器
類
の
修
復
も
難
し
く
、

過
酷
な
被
曝
労
働
を
伴
う
。

　

冷
温
停
止
の
状
態
に
持
ち
込
む
に
は
、

う
ま
く
い
っ
て
半
年
以
上
の
時
間
が
必
要

に
な
る
が
、
そ
こ
に
至
る
見
通
し
を
誰
も

立
て
ら
れ
な
い
。
そ
の
間
に
、
大
量
の
放

射
能
に
よ
っ
て
、
大
気
や
水
、
土
壌
が
ジ

ワ
ジ
ワ
と
汚
染
さ
れ
て
い
く
。

　

最
悪
の
事
態
が
起
こ
る
恐
れ
も
あ
る
。

　

三
月
三
十
日
、〝
原
子
力
村
〟の
要
職
に

あ
っ
た
十
六
人
の
専
門
家
が「
福
島
原
発

事
故
に
つ
い
て
の
緊
急
建
言
」を
発
表
し

人類史上に例を見ない過酷事故を引き起こした福島第一原発。大気や水、土壌に大量の放射能を放出。一次産業や住民、動植物などに深刻な
影響を及ぼし、経済や政治、社会に混乱をもたらしている（Oregon Live.com のＨＰから）

ルポライター
滝川 康治

〝農と食〟
北の大地から

連載第 100 回

大震災と原発事故
歴史の転換点に立って

▲農・林・水産団体が札幌市内で開催したＴ
ＰＰを考えるシンポジウム（３月８日）。数日
後、東日本大震災が起き、時代が変わった

◀連日ＴＶに映る原子力安全・保安院の西山
英彦審議官。原発事故が起きる直前まで経産
省でＴＰＰを担当。素人が会見で事故を解説
する、恐ろしい国に我々は住んでいる

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
亡
国

に
つ
な
が
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）問

題
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
人
類
史
上
に

例
を
見
な
い
福
島
原
発
の
過
酷
事
故
に
よ
っ
て
、

電
力
会
社
や
政
府
、
関
連
業
界
、
御
用
学
者
ら

で
つ
く
る〝
原
子
力
村
〟が
喧
伝
す
る
安
全
神
話

も
崩
壊
し
た
。
大
量
の
放
射
性
物
質
が
大
気
や

水
、
土
壌
を
汚
し
、
農
漁
業
に
深
刻
な
打
撃
を

加
え
て
い
る
今
、
泊
原
発
を
か
か
え
る
我
々
は

こ
の
現
実
を
ど
う
捉
え
て
い
け
ば
い
い
の
か
─

─
廃
炉
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
北
の
大
地
で
の
希
望
へ
の
道
を
考
え
て

み
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
７
日
現
在
）

　

東
日
本
大
震
災
の
直
後
に
予
定
さ
れ
て

い
た
政
府
の「
開
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」や
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
批
判
派
に
よ
る
催
し
は
中
止
に
な
っ

た
。
震
災
対
策
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
ど
こ
ろ
で
は
な

く
な
り
、「
六
月
を
メ
ド
に
交
渉
参
加
の
是

非
を
判
断
す
る
」と
い
う
政
府
の
無
謀
な

方
針
は
先
送
り
。
こ
の
問
題
の
行
方
を
リ

ポ
ー
ト
し
て
き
た
日
々
が
、
遠
い
昔
の
こ

と
の
よ
う
に
感
じ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
産
物
な
ど
の「
例
外
な

き
関
税
撤
廃
」の
み
な
ら
ず
、
人
・
モ
ノ
・

金
に
か
か
わ
る
幅
広
い
分
野
の
自
由
化
を

推
進
す
る
協
定
で
あ
る
。「
自
由
貿
易
の
推

進
」「
第
三
の
開
国
」と
い
っ
た
う
た
い
文

句
を
掲
げ
、
わ
ず
か
半
年
余
り
の
議
論
で

参
加
の
是
非
を
決
め
ら
れ
る
よ
う
な
テ
ー

マ
で
は
な
か
っ
た
。

原
子
力
と
一
次
産
業
は
共
存
で
き
な
い

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
明
日
の
希
望
を

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
判
断
を
先
送
り

米
国
の
対
応
で
空
中
分
解
か
？

原
発
の
安
全
神
話
は
吹
き
飛
び

依
然
残
る
爆
発
事
故
の
可
能
性
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た（
ネ
ッ
ト
検
索
す
る
と
各
種
ブ
ロ
グ
、

Ｈ
Ｐ
で
全
文
が
読
め
る
）。
重
要
な
の
は

次
の
下
り
で
あ
る
。

「
…
…
特
に
懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
、
溶
融

炉
心
が
時
間
と
と
も
に
、
圧
力
容
器
を
溶

か
し
、
格
納
容
器
に
移
り
、
さ
ら
に
格
納

容
器
の
放
射
能
の
閉
じ
込
め
機
能
を
破
壊

す
る
こ
と
や
、
圧
力
容
器
内
で
生
成
さ
れ

た
大
量
の
水
素
ガ
ス
の
火
災
・
爆
発
に
よ

る
格
納
容
器
の
破
壊
な
ど
に
よ
る
広
範
で

深
刻
な
放
射
能
汚
染
の
可
能
性
を
排
除
で

き
な
い
…
…
」

「
安
全
神
話
」を
唱
え
て
き
た
人
た
ち
で
さ

え
、
大
き
な
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。

批
判
派
の
研
究
者
の
な
か
に
は
、
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
に
よ
る
水
蒸
気
爆
発
や
再
臨
界
の

可
能
性
を
危
惧
す
る
声
も
あ
る
。
政
府
や

大
手
マ
ス
コ
ミ
は
最
悪
の
事
態
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
を
国
民
に
伝
え
よ
う
と
し
な
い
。

暗
澹
た
る
気
持
ち
に
な
る
。

　

農
業
に
対
す
る
被
害
も
深
刻
だ
。
原
発

事
故
で
拡
散
し
た
放
射
性
物
質
に
よ
っ
て
、

福
島
県
と
周
辺
の
県
で
葉
物
野
菜
や
原
乳

な
ど
が
汚
染
さ
れ
、
出
荷
停
止
が
相
次
い

だ
。
風
評
に
よ
る
価
格
低
下
も
著
し
い
。

　

三
月
二
十
日
に
文
部
科
学
省
が
同
県
飯

舘
村
で
採
取
し
た
土
壌（
原
発
か
ら
北
西

に
約
40
キ
ロ
地
点
）一
キ
ロ
あ
た
り
か
ら
、

ヨ
ウ
素
十
七
万
ベ
ク
レ
ル
、
セ
シ
ウ
ム
十

六
万
三
千
ベ
ク
レ
ル
を
検
出
し
た
。
京
大

原
子
炉
実
験
所
助
教
の
今
中
哲
二
さ
ん
の

試
算
に
よ
る
と
、
セ
シ
ウ
ム（
半
減
期
約

30
年
）の
汚
染
レ
ベ
ル
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
で
強
制
移
住
対
象
と
し
た
数

値
の
二
倍
強
に
あ
た
る
、
と
い
う（
３
月

28
日
付
け『
京
都
新
聞
』）。
同
村
は
、
風

向
き
や
地
形
な
ど
の
影
響
で
、
福
島
第
一

原
発
か
ら
排
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　

福
島
県
は
四
月
初
め
、
田
畑
の
耕
う
ん

や
稲
の
播
種
作
業
を
当
面
、
見
送
る
よ
う

全
農
家
に
技
術
指
導
を
行
な
っ
た
。
六
日
、

七
市
町
村
を
除
き
作
業
見
送
り
は
解
除
し

た
が
、
土
壌
汚
染
が
深
刻
な
地
域
で
は
再

開
の
メ
ド
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
原
発
か
ら
二
十

〜
三
十
キ
ロ
圏
の「
自
主
避
難
地
域
」の
畜

産
農
家
が
給
餌
や
搾
乳
の
た
め
に
農
場
へ

通
う
様
子
が
報
じ
ら
れ
る
。
マ
ス
ク
も
せ

ず
に
仕
事
を
し
て
、
搾
っ
た
牛
乳
は
畑
に

棄
て
ざ
る
を
得
な
い
。
酪
農
家
出
身
の
わ

た
し
は
、
人
間
や
牛
、
牛
乳
、
土
壌
に
対

す
る
汚
染
を
案
じ
、
憤
懣
や
る
方
な
い
気

持
ち
に
な
る
。
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
の
原

発
推
進
政
策
を
懺
悔
し
、
補
償
や
今
後
の

生
活
の
道
筋
を
示
し
、
一
日
も
早
く
被
災

者
を
避
難
さ
せ
る
べ
き
だ
、
と
思
う
。

　

愛
読
す
る
ブ
ロ
グ
の
一
つ
に
、
茨
城
の

養
鶏
農
家
・
濱
田
幸
生
さ
ん
の「
農
と
島

の
あ
り
ん
く
り
ん
」が
あ
る
。「
国
は
責
任

を
も
っ
て
野
菜
、
土
壌
の
放
射
性
物
質
調

査
を
し
ろ
！ 

そ
れ
が
い
ち
ば
ん
の
風
評

対
策
だ
！
」（
４
月
５
日
）、「
今
、
私
た
ち

福
島
県
と
茨
城
県
の
農
民
は
放
射
能
と

い
う『
津
波
』に
呑
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
」

（
同
６
日
）の
記
事
タ
イ
ト
ル
が
痛
々
し

い
。「
安
全
、
安
全
と
オ
ウ
ム
返
し
に
言
う

だ
け
の
政
府
は
信
用
で
き
ま
せ
ん
。
デ
マ

に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
自
分
で
自
分
と
家
族

の
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
！ 

毎
日
自
分
の

住
む
地
域
の
放
射
線
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
！
」と
呼
び
か
け
、
国
の
責
任
を

追
及
す
る
言
葉
が
続
く
。

　

北
海
道
か
ら
被
災
地
の
苦
境
を
慮
る
し

か
な
い
。
現
状
の
汚
染
度
で
も
原
発
周
辺

や
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
農
業
の
継
続

は
難
し
い
だ
ろ
う
。
今
後
、
よ
り
深
刻
な

事
態
が
起
き
れ
ば
、「
三
十
キ
ロ
圏
内
は
立

ち
入
り
禁
止
」の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

の
二
の
舞
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

東
電
と
政
府
は
四
日
、
放
射
性
廃
液
の

海
洋
投
棄
を
始
め
、
漁
場
汚
染
も
深
刻
化

し
て
い
る
。
農
漁
民
に
全
く
責
任
は
な
い
。

「
一
次
産
業
と
原
発
は
共
存
で
き
な
い
」と

い
う
思
い
を
強
く
す
る
毎
日
だ
。

　

地
震
と
津
波
に
よ
っ
て
、
東
北
と
北
関

東
の
農
地
二
万
四
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
被
害

を
受
け
た
。
塩
害
と
地
盤
沈
下
で
し
ば
ら

く
の
間
、
作
付
け
困
難
な
水
田
も
あ
る
。

原
発
に
よ
る
放
射
能
汚
染
の
広
が
り
具
合

に
よ
っ
て
は
、
産
地
地
図
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。

　

道
農
政
部
で
は
、
震
災
や
原
発
事
故
に

よ
る
東
北
や
北
関
東
で
の
生
産
の
落
ち
込

み
分
を
踏
ま
え
て
国
が
策
定
す
る
需
給
計

画
に
協
力
し
て
い
く
一
方
、
被
災
者
の
受

け
入
れ
準
備
を
始
め
た
。

「
道
内
の
野
菜
や
果
樹
の
産
地
は
、
人
手

不
足
や
遊
休
農
地
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
そ
う
し
た
地
域
で
住
宅
な
ど
を
確
保

し
、
集
団
で
の
疎
開
を
受
け
入
れ
て
も
ら

う
。
そ
こ
か
ら
定
住
・
就
農
へ
と
発
展
で

き
な
い
か
、
数
町
村
に
絞
っ
て
検
討
中
で

す
。
イ
チ
ゴ
や
ア
ス
パ
ラ
、
ト
マ
ト
、
花

な
ど
小
規
模
で
も
収
益
性
の
高
い
品
目
が

あ
る
の
で
、定
着
し
て
も
ら
え
る
と
い
い
」

　

と
、
木
村
秀
雄
農
産
振
興
課
長
が
話
す
。

北
農
中
央
会
の
飛
田
稔
章
会
長
も
三
月
末

の
記
者
会
見
の
席
上
、
こ
う
し
た
考
え
に

賛
意
を
示
し
た
。
水
害
に
遭
っ
た
奈
良
県

民
が
集
団
移
転
し
た
空
知
管
内
新
十
津
川

町
の
歴
史
も
あ
る
。
災
害
で
困
っ
て
い
る

人
た
ち
を
温
か
く
受
け
入
れ
る
、
懐
の
深

い
北
の
大
地
で
あ
り
た
い
。

　

一
次
産
業
を
軸
に
し
た
北
海
道
の
地
域

づ
く
り
に
異
論
を
唱
え
る
人
は
い
な
い
だ

ろ
う
。
安
全
で
お
い
し
い
農
水
産
物
や
そ

の
加
工
品
に
、
多
く
の
道
民
は
誇
り
を

持
っ
て
き
た
は
ず
だ
。

　

福
島
原
発
の
大
惨
事
を
目
の
当
た
り
に

し
た
今
、
北
海
道
の「
農
と
食
」に
と
っ
て
、

泊
原
発
の
存
在
は〝
目
の
上
の
タ
ン
コ
ブ
〟

と
い
え
る
。
本
誌
の
発
行
時
に
は
、「
泊
原

発
を
評
価
す
る
」と
言
っ
て
は
ば
か
ら
な

い
、
旧
通
産
省
出
身
の
高
橋
は
る
み
知
事

が
三
選
を
果
た
し
て
い
る
だ
ろ
う
。「
原
発

神
話
」は
過
去
の
も
の
と
な
り
、
電
力
の

大
量
生
産
・
大
量
消
費
を
前
提
に
し
た
国

や
地
域
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
高

橋
知
事
に
も
、
原
発
に
対
す
る
極
め
て
甘

い
評
価
を
根
本
か
ら
変
え
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

泊
原
発
三
号
機（
出
力
91
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
）で
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料（
ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
混
合
酸
化
物
燃
料
）を
使
用
す

る「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
」が
進
ん
で
い

る
。「
早
け
れ
ば
二
〇
一
二
年
度
に
も
プ
ル

サ
ー
マ
ル
発
電
を
実
施
し
た
い
」と
い
う

の
が
北
電
の
意
向
だ
っ
た
。

　

プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
行
な
っ
た
あ
と
の
使

用
済
み
核
燃
料
は
ウ
ラ
ン
燃
料
よ
り
高
熱

で
放
射
能
量
が
多
く
、
猛
毒
の
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
な
ど
を
余
分
に
含
む
、
や
っ
か
い
な

使
用
済
み
燃
料
に
な
る
。
一
昨
年
の
道
と

地
元
四
町
村
に
よ
る
事
前
了
解
に
は
、
市

民
団
体
な
ど
か
ら
疑
問
の
声
が
上
が
っ
た
。

水
素
爆
発
で
建
屋
が
吹
き
飛
ん
だ
福
島
原

発
三
号
機
に
も
、
こ
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
が
装

荷
さ
れ
て
い
る
。

「
脱
原
発
・
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」市
民

の
会
に
参
加
し
て
き
た
、
生
活
ク
ラ
ブ
生

協
・
北
海
道
の
船
橋
奈
穂
美
理
事
長
は
、

「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
止
め
る
こ
と
に
全
力

を
上
げ
、
停
滞
し
て
い
た
運
動
を
強
め
て

い
き
た
い
」と
力
を
込
め
る
。
原
子
力
政

策
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
な
か
、
あ
ら
た

め
て
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
是
非
を
議
論

し
直
す
時
期
だ
ろ
う
。

　

泊
原
発
の
営
業
運
転
の
是
非
を
問
う
道

民
投
票
条
例
の
制
定
に
向
け
て
一
九
八
八

年
、
百
万
人
近
い
道
民
の
署
名
が
集
ま
っ

た
。
し
か
し
、
条
例
化
は
実
現

せ
ず
、
泊
原
発
一
・
二
号
機
が

稼
働
し
て
二
十
年
余
り
の
歳
月

が
流
れ
た
。
そ
う
遠
く
な
い
将

来
、
廃
炉
の
問
題
が
日
程
に

上
っ
て
く
る
。

　

福
島
第
一
原
発
は
、
廃
炉
に

さ
れ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
に

な
っ
た
が
、
廃
炉
の
作
業
に
は

長
い
時
間
が
か
か
る
。
そ
の
過

程
で
生
じ
る
膨
大
な
放
射
性
廃
棄
物
を
ど

う
す
る
か
─
─
と
い
う
問
題
は
残
る
。
こ

れ
は
、
原
発
の〝
負
の
遺
産
〟と
し
て
、
事

業
者
の
責
任
で
き
ち
ん
と
管
理
し
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

泊
原
発
も
、
な
る
べ
く
早
く
廃
炉
に
す

べ
く
、
道
民
の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
け

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
の
議
論
を
始

め
る
時
期
が
訪
れ
た
、
と
思
う
。

　

政
府
や
産
業
界
か
ら
独
立
し
た
第
三
者

機
関
と
し
て
地
球
温
暖
化
対
策
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所（
飯
田
哲
也

所
長
・
東
京
）は
最
近
、「
３
・
11
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
戦
略
ペ
ー
パ
ー
」と
題
す
る
リ

ポ
ー
ト
を
発
表
し
た
。
東
京
電
力
を
例
に
、

こ
の
十
年
で
廃
炉
を
加
速
さ
せ
、
省
エ

ネ
・
節
電
で
二
〇
％
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
三
〇
％
、天
然
ガ
ス
で
三
五
％
、石
炭
・

石
油
で
一
五
％
─
─
と
い
う
電
源
構
成
を

実
現
さ
せ
る
、
原
子
力
に
依
存
し
な
い
道

を
具
体
的
に
提
案
し
て
い
る
。

　

北
海
道
は
水
や
食
料
だ
け
で
な
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
自
給
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

小
水
力
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
、
風

力
や
太
陽
光
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

豊
富
な
資
源
を
使
っ
た
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
少
な
い
石
炭
火
力
、
天
然
ガ
ス
や
石

油
火
力
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
、
北
国
ら
し

い
電
源
構
成
に
知
恵
を
絞
っ
て
は
ど
う
か
。

　

泊
原
発
の
な
か
っ
た
二
十
年
余
り
前
、

我
々
は
そ
れ
な
り
に
豊
か
で
安
心
で
き
る

生
活
を
送
っ
て
い
た
。
オ
ー
ル
電
化
住
宅

は
な
く
て
も
い
い
。
放
射
能
の
恐
怖
に
怯

え
な
が
ら
暮
ら
す
の
で
は
な
く
、
水
や
食

料
を
自
給
し
、
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
追

求
し
て
い
け
ば
、
明
日
へ
の
希
望
が
見
え

て
く
る
は
ず
だ
。

放
射
能
で
土
壌
汚
染
が
深
刻
に

営
農
の
継
続
が
困
難
な
地
域
も

泊
原
発
の
廃
炉
も
視
野
に
入
れ

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
考
え
よ
う

道内の 20 農場が生産物を持ち寄り東日本大震
災のチャリティー。売上金はすべて被災地に
寄付した（３月 24 日、札幌駅前通の地下歩道で）


